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地 域 に 貢 献 で き る 建 設 産 業 を 目 指 す

　
県 筑 西 土 木 事 務 所 （ 大 森

智 所 長 ＝

写 真 左 か ら ２ 人

目
） は ７ 日 、 ２ ０ ２ ３ 年 度

建 設 工 事 及 び 建 築 着 工 統 計調 査 に 係 る 国 土 交 通 大 臣 表

　
県 林 政 課 は 、  木 材 市 況  （ ２

０ ２ ３ 年 ８ 月 ～ ９ 月 末 日 現在 ） を 公 表 し た 。 前 月 比 では 素 材 の 国 産 材 ス ギ 、 ヒ ノキ と も 全 て の 規 格 で 価 格 が上 昇 し た 。 こ の う ち ヒ ノ キの 「 中 目 材 」  （ ４ ・ ０ ０ ｍ×

1 6～

2 8㎝ ） は 前 月 比 ４ ０

０ ０ 円 上 昇 し ㎥ あ た り ２ 万が 正 確 で あ る こ と か ら そ の功 績 が 認 め ら れ 今 回 の 受 賞と な っ た 」 と あ い さ つ 。 植村 代 表 取 締 役 に 感 謝 状 を 手渡 し た 。　
受 賞 者 あ い さ つ で 植 村 代

表 取 締 役 は 「 こ の よ う な 表彰 式 を 執 り 行 っ て い た だ き深 く 感 謝 。 皆 さ ま の お 役 に立 て る よ う 精 進 す る 所 存 。今 後 と も 何 卒 よ ろ し く お 願い い た し ま す 」 と 謝 意 を 述べ た 。　
こ の 表 彰 は 、 建 設 工 事 に

関 す る 基 幹 統 計 調 査 の 実 施に 関 し 、 そ の 功 績 が 顕 著 な団 体 ま た は 個 人 を 表 彰 す るこ と に よ り 、 業 務 遂 行 の 能率 増 進 と 従 事 者 の 士 気 高 揚を 図 る こ と を 目 的 と し て いる 。　
冒 頭 、 大 森 所 長 が 「 本 統

計 調 査 は 建 設 業 者 の 建 設 工事 受 注 動 向 、 公 共 機 関 等 の受 注 工 事 の 詳 細 を 把 握 し 、経 済 政 策 、 建 設 行 政 の 基 礎資 料 と な る 基 幹 統 計 調 査 。今 後 も 本 調 査 へ の ご 協 力 をお 願 い 申 し 上 げ る 」 と あ い　
城 里 町 は 、 上 阿 野 沢 地 内

な ど ８ カ 所 で 老 朽 管 の 更 新を 行 う 。 本 年 度 は ㈱ 玄 設 計
（ 水 戸 市 ） で 実 施 設 計 を ま

と め る 。 履 行 期 間 は ２ ０ ２４ 年 ３ 月

2 5日 ま で と し て い

る 。　
更 新 箇 所 は 、 桂 地 区 の 上

阿 野 沢 （ φ

4 0Ｌ ３ ０ ０ ｍ ）  、

　
県 土 浦 土 木 事 務 所 （ 大 森

満 所 長 ＝

写 真 右

） ６ 日 、 ２

０ ２ ３ 年 度 建 設 工 事 統 計 調査 に 係 る 国 土 交 通 大 臣 表 彰の 伝 達 式 を 開 催 。  ㈱ 秀 商  （ つく ば 市 、 植 村 和 徳 代 表 取 締役 ＝

写 真 左

） に 感 謝 状 が 贈

ら れ た 。　
伝 達 式 で は 、 大 森 所 長 が

「 調 査 に お い て 直 近 ３ カ 年で 一 度 も 回 答 期 限 を 超 過 する こ と な く 、 ま た 回 答 内 容彰 の 伝 達 式 を 開 催 。 受 賞 者の ㈱ 楠 原 管 工 業 （ 筑 西 市 、藤 木 章 吉 代 表 取 締 役 ＝

写 真

右 か ら ２ 人 目

） に 感 謝 状 を

贈 呈 し た 。

１ ４ ０ ０ 円 、  「 柱 材 」  （ ３ ・０ ０ ｍ ×

1 6～

2 8㎝ ） は 同 ３

５ ０ ０ 円 上 昇 し ㎥ あ た り ２万 円 と な っ た 。　
製 材 品 の 価 格 に つ い て

は 、 国 産 材 ス ギ 、 ヒ ノ キ 、外 材 の 全 て の 規 格 で 横 ば いだ っ た 。　
木 材 市 況 は 、 素 材 （ 国 産

材 ） と 製 材 品 の 価 格 は 県 内の 市 場 平 均 価 格 が ベ ー ス 。素 材 （ 外 材 ） は 製 材 工 場 着の 全 国 平 均 価 格 （ 農 林 水 産統 計 ） を も と に し て い る 。　
な お 、 今 年 ８ 月 分 の 本 県

の 新 築 住 宅 着 工 数 の 動 向 につ い て は 、 着 工 が 前 月 比
8 8・ ５ ％ の １ １ ９ ６ 戸 。 Ｗ

造 は 同

9 8・ ３ ％ の ９ ４ ０ 戸

だ っ た 。　
全 国 で は 着 工 が 前 月 比 １

０ ３  ・  ３ ％ の ７ 万 ３ ９ ９ 戸 、Ｗ 造 が １ ０ ２ ・ ６ ％ の ４ 万１ １ ８ ８ 戸 と な っ て い る 。　
県 常 総 工 事 事 務 所 は 、 県

道 １ ３ ６ 号 高 崎 坂 東 線 の 法面 保 護 工 事 を 実 施 す る 。 年内 に も 一 般 競 争 入 札 を 公 告し た い 考 え で 、 工 期 は ５ カ月 を 見 込 む 。 施 工 延 長 等 につ い て は 現 在 検 討 中 。　
施 工 場 所 は 常 総 市 杉 山 地

内 。 ミ ニ ス ト ッ プ 常 総 杉 山店 付 近 で 、 同 路 線 と 市 道 が交 わ る 交 差 点 の 南 側 を 対 象と す る 。　
周 辺 に は 岡 田 小 学 校 が あ

り 、 通 学 路 と し て も 利 用 され て い る 。 歩 道 側 に 草 が 伸び て し ま う 状 態 で 、 通 学 児童 の 安 全 を 確 保 す る た め 、防 草 対 策 と し て 法 面 保 護 工事 を 実 施 す る 。さ つ 。 藤 木 代 表 取 締 役 に 感謝 状 を 手 渡 し た 。　
そ の 後 、 藤 木 代 表 取 締 役

が 「 継 続 は 力 な り 。 表 彰 をい た だ い た こ と は 誠 に あ りが た く 感 謝 申 し 上 げ る 。 引き 続 き 努 力 さ せ て い た だく 」 と 謝 辞 を 述 べ た 。錫 高 野 （ φ

5 0Ｌ ６ ４ ０ ｍ ・

φ

7 5Ｌ ２ ５ ０ ｍ ）  、 常 北 地

区 の 増 井 （ φ １ ５ ０ Ｌ １ ９０ ｍ ・ 橋 梁 添 架 φ １ ５ ０ Ｌ
3 6ｍ 、 φ

5 0Ｌ ２ ３ ０ ｍ ） 下

青 山 （ φ １ ０ ０ Ｌ ３ １ ０ｍ ）  、 上 古 内 （ φ

5 0Ｌ ４ ２

０ ｍ 、 φ

5 0Ｌ ８ ９ ０ ｍ 、 φ

１ ５ ０ Ｌ ２ ０ ０ ｍ ）  。

時 代 、 こ の 橋 を 架 け た 時の 話 で し た 。 鉄 筋 を 組 む時 の 話 や 、 セ メ ン ト ・ 砂利 ・ 砂 ・ 水 な ど の 材 料 を 計量 し な が ら 、 現 場 で 練 っ てコ ン ク リ ー ト を 作 り 、 打 設し て 作 っ た 橋 で あ る こ と など を 聞 き ま し た 。 県 職 員 に採 用 に な っ て ま だ 一 年 足 らず だ っ た 私 は 、 い つ か 土 木技 術 者 と し て こ の よ う に 大き な 現 場 に 携 わ っ て み た いと 、 将 来 へ の 夢 と 士 気 の 高ま り を 感 じ て い ま し た 。　
昭 和

3 5年 に 架 橋 さ れ 、 そ

の の ち 半 世 紀 近 く の 歳 月 が

過 ぎ た 頃 の こ と で す 。 橋 梁に は 延 命 対 策 が 施 さ れ て きま し た が 、 老 朽 化 が 進 み 、幅 員 も 狭 く 、 自 動 車 の 円 滑な 通 行 に も 支 障 を き た し 、歩 道 も 無 く 、 道 路 ・ 河 川 の構 造 基 準 に も 合 致 し な くな っ た こ と か ら 、 平 成

1 5年

よ り 筑 西 幹 線 道 路 と し て 着手 さ れ ま し た 。　
そ の 後 、 私 が 鬼 怒 川 大 橋

と 再 会 し た の は 平 成

2 0年 、

筑 西 土 木 事 務 所 へ 転 勤 にな っ た 時 の こ と で す 。 下 部工 事 の 橋 脚 も ほ ぼ 完 成 に 近づ い て い た 時 で し た 。

　
当 時 、 上 部 工 の 発 注 準 備

を し て い る 最 中 、 県 企 業 局か ら 突 然 の 協 議 が あ り 、 工業 用 水 の 送 水 管 を 上 部 工 へ添 架 さ せ て ほ し い と い う 旨の 話 が あ っ た こ と を 覚 え てお り ま す 。 古 河 市 の 名 崎 工業 団 地 へ 、 日 野 自 動 車 工 場の 誘 地 が 急 遽 決 ま り 、 工 業用 水 が 足 り な く な る と い う理 由 か ら で し た 。 上 部 工 の設 計 図 書 が 全 て で き あ が って い た 段 階 で し た が 、 設 計荷 重 ・ 構 造 の 見 直 し が 必 要に な り ま し た 。 担 当 さ れ た方 に は 大 変 ご 苦 労 を か け たこ と を 思 い 出 し ま す 。　
そ の 上 部 工 工 事 も 、 平 成2 1年 度 に 発 注 す る こ と が で

き て 、 私 が 退 職 し た 後 の 平成

2 3年

1 1月 に 無 事 完 成 し ま

し た 。　
鬼 怒 川 か ら 西 側 の 道 路

ル ー ト に つ い て 私 が 関 わ っ

　
筑 西 幹 線 道 路 は 北 関 東 自

動 車 道 桜 川 筑 西 Ｉ Ｃ と 古 河地 域 を 結 ぶ 、 約

4 4㎞ の 広 域

的 な 幹 線 道 路 と し て 計 画 され ま し た 。 県 西 地 域 の 地 域間 交 流 の 向 上 、 さ ら に 北 関　
私 の 鬼 怒 川 大 橋 と の 出 会

い は 、 昭 和

4 7年 ４ 月 、 県 職

員 に 採 用 に な っ て 初 め て 配属 さ れ た 下 館 土 木 事 務 所 での こ と で す 。　
当 時 、 現 場 へ の 道 中 で 鬼

怒 川 大 橋 を 渡 る た び 、 先 輩か ら よ く 聞 い て い た 話 を 思い 出 し ま す 。 今 の よ う に 生コ ン ク リ ー ト が 無 か っ た

南 側 の ル ー ト を 活 用 し 、 小貝 川 ・ 五 行 川 の 合 流 点 近 くに 新 橋 を か け る こ と で 調査 ・ 調 整 す る 。  （ 合 流 点 での 渡 架 は 非 常 に 難 し い の です が 、 河 川 協 議 は 概 ね 済 んで お り ま し た ）⑤ 筑 西 つ く ば 線 か ら 国 道

5 0

号 ま で は 、 筑 西 市 の 市 道 計画 と 、 す で に 整 備 さ れ て いる 県 西 総 合 公 園 脇 の 市 道 を基 本 に 調 整 す る 。⑥ 筑 西 市 道 交 差 点 か ら 桜 川筑 西 Ｉ Ｃ ま で は 、 国 道

5 0号

の 現 道 利 用 と し 、 国 に ４ 車線 化 を 働 き か け る 。⑦ 鬼 怒 川 大 橋 か ら 西 側 に つい て は 、 筑 西 三 和 線 の バ イパ ス を 検 討 す る 。⑧ 古 河 地 域 に つ い て の ル ート の し ぼ り こ み を 早 め る 。　
以 上 の 基 本 方 針 を も と

に 、 各 地 域 で 諸 々 の 調 査 ・調 整 が 進 め ら れ 、 ま と ま った と こ ろ か ら 整 備 が 進 め られ て い き ま し た 。　
鬼 怒 川 大 橋 の 架 け 替 え 工

事 で す が 、 基 本 方 針 の も と諸 々 の 調 査 ・ 設 計 と 河 川 協議 を 進 め 、 平 成

1 5年 （ ２ ０

０ ３ 年 ）  、 橋 長 ６ ２ ４ ｍ 、前 後 ア プ ロ ー チ を 含 め １ １

お り ま し た 。　
ま ず 、 整 備 の 基 本

方 針 が 決 め ら れ ま した 。① 将 来 の ４ 車 線 化 を見 据 え て 計 画 し 、 当面 は 暫 定 ２ 車 線 で 整備 す る 。② 主 要 地 方 道 筑 西 三和 線 を ベ ー ス に 、 課題 の 鬼 怒 川 渡 架 は 老朽 化 し て い る 現 ・ 鬼怒 川 大 橋 の 架 け 替 え

工 事 と し て 整 備 し 、 整 備 中の 関 城 バ イ パ ス を 活 用 する 。③ 関 城 バ イ パ ス か ら 東 側 の国 道 ２ ９ ４ 号 ま で は 、 当 面筑 西 三 和 線 の 現 道 を 活 用 する が 、  バ イ パ ス も 検 討 す る 。④ 国 道 ２ ９ ４ 号 か ら 筑 西 つく ば 線 ま で は 、 す で に 筑 西つ く ば 線 の バ イ パ ス と し て位 置 付 け し て い る 県 西 総 合事 務 所 （ 現  ・  筑 西 合 同 庁 舎 ）

０ ０ ｍ が 事 業 化 さ れ ま した 。 ２ ・ ５ ｍ の 片 側 歩 道 を有 し 、 全 幅

1 0・ ５ ｍ の 暫 定

２ 車 線 道 路 と し て の 整 備 です 。 平 成

2 3年  （ ２ ０ １ １ 年 ）

1 1月 、 無 事 開 通 と な り 、 歩
行 者 の 安 全 と 円 滑 な 交 通 が確 保 さ れ ま し た 。　

小 貝 川 新 橋 （ 筑 西 大 橋 ）
は 、 心 配 し て い た 通 り 河 川協 議 が 相 当 難 航 し た と 聞 いて お り ま し た が 、 平 成

2 8年

（ ２ ０ １ ６ 年 ） に は 橋 長 ２０ ４ ｍ 、 片 側 に ３ ・ ５ ｍ の歩 道 を 有 す る 全 幅

1 2ｍ の ３

径 間 連 続 Ｐ Ｃ 箱 桁 の 橋 梁 とし て 完 成 し 、 筑 西 市 の 協 力の も と 進 め ら れ た 前 後 合 わせ て 約 ３ ０ ０ ０ ｍ が 開 通 しま し た 。 ご 苦 労 さ れ た 関 係者 の 皆 様 に は 感 謝 、 感 謝 です 。　
古 河 地 域 で は 、 日 野 自 動

車 の 進 出 を 契 機 に 、 名 崎 工業 団 地 か ら 新 ４ 号 国 道 ま で約 ６ ㎞ が 古 河 市 道 と し て 整備 さ れ 、 供 用 さ れ て お り ます 。　
国 道

5 0号 は 、 桜 川 筑 西 Ｉ

Ｃ 側 か ら ４ 車 線 化 工 事 が 進め ら れ て い ま す 。 筑 西 幹 線道 路 は 、 国 、 県 、 市 町 の 連携 の も と 、 着 々 と 利 便 性 を向 上 さ せ て い る の で す 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 道 路 建 設 課 編 ⑦

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

永 田

　
清 一

　 （ な が た

　
せ い い ち ）

　
１ ９ ４ ９ 年

1 1月

1 5日 生 ま れ 。

7 3歳 。 初 入 庁 は

7 2年 で 、  下 館 土 木 事 務 所 に 配 属 と な っ た 。  そ の 後 、
河 川 課 技 佐 兼 課 長 補 佐 、 河 川 課 ダ ム ・ 砂 防 室 長な ど を 経 て 、 ２ ０ １ ０ 年 に 技 監 兼 筑 西 土 木 事 務所 長 で 定 年 を 迎 え た 。 現 在 は 当 時 の 経 験 を 生 かし 、 中 央 技 術 ㈱ に 勤 務 し て い る 。

県 西 地 域 の 発 展 へ 貢 献

将 来 の ４ 車 線 化 見 据 え 進 行

た の は 、 ル ー ト を 決 定 す る前 々 段 階 の こ と で し た 。　
コ ン ト ロ ー ル ポ イ ン ト と

な る 箇 所 の 調 査 で 、 担 当 者と 現 地 踏 査 に 行 っ た こ と があ り ま す 。 高 圧 送 電 線 鉄 塔が 計 画 路 線 上 に あ る こ と 、連 続 し た 水 田 地 帯 で あ り 多く の 農 業 施 設 が あ る こ と 、道 路 を ど う 避 け て 影 響 な く通 す か で 担 当 者 と 悩 ん だ こと な ど を 覚 え て い ま す 。 この 部 分 も 、 暫 定 ２ 車 線 で 令和 ３ 年 ３ 月 に 開 通 し ま した 。 付 近 の 道 路 を 通 る た びに 、 当 時 の こ と が 懐 か し く思 い 出 さ れ ま す 。　
ま た 、 小 貝 川 に 架 か る 筑

西 大 橋 に 関 わ っ た の は 、 平成

2 0年 度 に 予 備 設 計 を 行

い 、 平 成

2 1年 度 に 詳 細 設 計

を 進 め る 段 階 で 河 川 管 理 者と 協 議 を し た 時 で し た 。　
河 川 管 理 者 か ら は 、 架 橋

位 置 が 小 貝 川 と 五 行 川 が 合流 す る 直 下 流 で あ る こ と から 、 川 の 流 れ が 複 雑 に 影 響す る こ と が 予 想 さ れ る と の意 見 が 出 さ れ ま し た 。 橋 脚は 極 力 、 河 川 に 対 し 阻 害 の少 な い 構 造 に す る と の 協 議結 果 と な り ま し た 。　
検 討 の 結 果 、 多 少 重 厚 な

橋 脚 構 造 と な り ま し た が 、長 ス パ ン 飛 ば す こ と に よ って 橋 脚 の 数 を 少 な く し 、 河川 管 理 者 の 了 解 を 得 た 記 憶が あ り ま す 。　
そ の 後 、 筑 西 市 を は じ め

関 係 者 の 皆 様 の ご 協 力 の もと 、 平 成

2 8年 ３ 月 に 筑 西 大

橋 を 含 め た 区 間 約 ３ ㎞ が 無事 に 供 用 開 始 と な り ま した 。　
こ の 筑 西 幹 線 道 路 は 、 厳

し い 財 政 状 況 で あ り な が らも 、 私 の 退 職 後 の 現 在 で は筑 西 土 木 事 務 所 管 内 で 約

1 0

㎞ が 供 用 開 始 で き ま し た 。着 実 に 整 備 が 進 ん で お り 、今 後 さ ら に 整 備 が 進 む こ とで 、 県 と 県 西 地 域 の 発 展 に一 層 貢 献 さ れ る こ と が 期 待さ れ て い ま す 。　
こ の 大 き な 事 業 の 一 端 を

担 わ せ て い た だ い た こ と 、大 変 光 栄 で あ り 感 謝 し て おり ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

筑 西 幹 線 道 路 の 整 備 に つ い て

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 ）

元 土 木 部 技 監 兼 筑 西 土 木 事 務 所 所 長
（ 当 時 ・ 技 監 兼 筑 西 土 木 事 務 所 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 永 田 清 一 氏×

東 自 動 車 道 と 一 体 と な っ ての 県 西 地 域  （ 特 に 古 河 地 域 ）と 県 央 地 域 の 移 動 時 間 短 縮を 目 的 と し て 計 画 さ れ た もの で す 。  私 は 道 路 建 設 課 で 、ず っ と こ の 計 画 に 関 わ っ て

　
私 は

2 5歳 の 時 か ら ３ 年 間 、 境 土 木 事 務 所 （ 現 ・ 境

工 事 事 務 所 ） に お 世 話 に な り ま し た 。 初 め て の 現 場で す 。 道 路 改 良 舗 装 工 事 や 橋 梁 工 事 を 担 当 し ま し たが 、 分 か ら な い こ と は 勇 気 を 出 し て 、 先 輩 方 に 教 えて い た だ き ま し た 。 ま た 、 現 場 代 理 人 と の 打 ち 合 わせ は 、 す れ ば す る ほ ど 良 い 現 場 が で き る ん だ と 、 しみ じ み 思 い ま し た 。 本 当 に 、  充 実 し た ３ 年 間 で し た 。�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

木 材 市 況 （ 2 0 2 3  年  9  月 末 ）

製 材 品 　 （ 2 3  年 8  月 末 現 在 　 単 位 ： 円 ／ ㎥ ）

製 材 樹 種 規 格 （ ｍ × ㎝ × ㎝ ） 級 区 分 価 格 動 向

国 産 材

ス ギ

3. 0 0 × 1 0. 5 × 1 0. 5 Ｋ Ｄ 特 柱 6 0, 0 0 0 →

4. 0 0 × 1 0. 5 × 1 0. 5 Ｋ Ｄ 特 柱 7 5, 0 0 0 →

3. 6 5 × 1. 4 × 1 0. 0 グ リ ー ン 特 ヌ キ 5 0, 0 0 0 →

3. 6 5 × 3. 6 × 4. 5 グ リ ー ン 特 タ ル キ 4 8, 0 0 0 →

4. 0 0 × 9. 0 × 9. 0 グ リ ー ン 特 母 屋 4 0, 0 0 0 →

ヒ ノ キ
3. 0 0 × 1 2. 0 × 1 2. 0 Ｋ Ｄ 特 柱 7 0, 0 0 0 →

4. 0 0 × 1 2. 0 × 1 2. 0 Ｋ Ｄ 特 土 台 7 5, 0 0 0 →

外 材

米 マ ツ 集 成 材 4. 0 0 × 1 2. 0 × 2 4. 0 Ｋ Ｄ 特 梁 ・ 桁 8 0, 0 0 0 →

米 ツ ガ 4. 0 0 × 1 2. 0 × 1 2. 0 グ リ ー ン 特 注 入 土 台 1 0 0, 0 0 0 →

欧 州 ア カ マ ツ 4. 0 0 × 4. 0 × 3. 0 内 地 挽 Ｋ Ｄ 野 縁 1 0 0, 0 0 0 →

レ ッ ド ウ ッ ド 集 成 梁
3. 0 ～ 6. 0 × 1 0. 5 ×

1 5. 0 ～ 3 6. 0
集 成 材 梁 ・ 桁 1 0 0, 0 0 0 →

素 材 （ 2 3  年 9  月 末 現 在 　 単 位 ： 円 ／ ㎥ ）

素 材 樹 種 規 格 （ ｍ × ㎝ ） 区 分 価 格 動 向

国 産 材

ス ギ

3. 0 0 × 1 6 ～ 2 8 柱 材 1 2, 4 0 0 ↑

3. 6 5 × 2 4 ～ 2 8 中 目 材 1 1, 1 0 0 ↑

4. 0 0 × 8 ～ 1 6 小 径 材 1 0, 1 0 0 ↑

ヒ ノ キ

3. 0 0 × 1 6 ～ 2 8 柱 材 2 0, 0 0 0 ↑

4. 0 0 × 1 6 ～ 2 8 中 目 材 2 1, 4 0 0 ↑

4. 0 0 × 8 ～ 1 4 小 径 材 1 8, 9 0 0 ↑

※ 価 格 ： 素 材 （ 国 産 材 ） と 製 材 品 は 県 内 の 市 場 平 均 価 格
※ 動 向 ： 前 月 比 （ → ＝ 上 昇 、 → ＝ 横 ば い 、 → ＝ 低 下 ）

▲ 植 村 代 表 取 締 役 と 大 森所 長 が 記 念 撮 影

▲ 筑 西 合 同 庁 舎 で 表 彰 式 を 行 っ た

統 計 調 査 で 顕 著 な 功 績

楠 原 管 工 業 に 感 謝 状

県 筑 西 土 木 ／ 国 交 大 臣 表 彰 伝 達 式

県 土 浦 土 木

伝 達 式開催

正 確 な 統 計 調 査 を 評 価

国 交 大 臣 が 秀 商 へ 感 謝 状

素 材 の 国 産 材 ヒ ノ キ な 　
　 ど

全 規 格 で 価 格 上 昇

県 林 政 課 ／ 8 ～ 9 月 木 材 市 況

県 道 の 法 面 保 護年 内 に も 公 告 へ

県 常 総 工 事

年 度 内 に 実 施 設 計 策 定
８ カ 所 で 老 朽 管 更 新

城 里 町


